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１
１
庇
１
１
‐
邸

』
－一-屯

二

金
木
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館

五
十
二
年
度
に
建
設
さ
れ
た
〃
金
木

町
立
歴
史
民
俗
資
料
館
“
が
先
ほ
ど
完

成
し
、
開
館
の
準
備
を
着
々
と
進
め
て

い
ま
す
。

こ
の
資
料
館
は
、
建
築
工
事
費
三
千

五
百
万
円
、
面
積
二
百
七
卜
九
平
方
メ

ー
ト
ル
の
一
階
平
屋
建
て
で
、
県
内
で

四
番
目
の
建
物
で
す
。

館
内
に
は
、
民
芸
品
・
農
耕
具
・
先

祖
伝
来
の
鮎
々
や
作
家
太
宰
治
の
遮
姑

・
関
係
書
物
等
を
展
示
す
る
予
定
で
す

が
、
町
で
は
展
示
物
の
提
供
者
を
捜
し

て
い
ま
す
。
も
し
、
家
庭
に
先
祖
伝
来

の
品
々
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
教
育
委

員
会
ま
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
町
民
の

み
な
さ
ん
が
協
力
し
て
立
派
な
歴
史
腿

俗
資
料
館
に
し
ま
し
ょ
う
。

開
館
ま
ぢ
か
″

弓

一℃…ローマ津で垂守=マニマ基＝－ 一

（1） 第158月。



金…木…だ翼翼…よ…り

昭
和
五
十
三
年
度
の
当
初
予

算
は
、
四
月
十
一
日
か
ら
十
七

日
ま
で
の
七
日
間
に
わ
た
っ
て

開
か
れ
た
第
八
十
三
回
町
鍍
会

定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

予
算
規
模
は
歳
入
歳
川
と
も
昨

年
度
の
当
初
予
算
誠
よ
り
四
十

四
・
四
％
噸
の
六
瞳
七
千
三
百

一
万
一
千
円
上
廻
る
二
十
一
他

八
千
八
百
卜
万
一
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

｜
唾
⑬
一
城
一
睡
蝉
蝉
極
一
煙
一
賦
一
唾
一
唾
一
侭

諏
講
謡
蓑
篭
鴬
率

い
則
■
■
①
■
申
●
や
９
勺
●
伊
司
ｃ
ｐ
０
４
ｂ
ｅ
０
４
や
Ｂ
Ｈ
Ｄ
牛
４
寺
陰
１
り
ゎ
咀
秒
や
Ｊ
ｃ

Ｉ
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
Ｉ

群
色
ヤ
ザ
点
か
一
・
画
・
蒔
鼻
下
時
陽
・
玲
喋
一
一
い
－
幹
山
・
版
。
．
』
縮
訳

Ｊ
１
Ｉ
ｌ
１
１
Ｉ
ｌ
Ｊ
Ｉ
五
一
、
九
四
一
千
円

縦
会
曲
は
破
貝
報
酬
・
職
ｕ

給
料
が
主
で
す
。
破
貝
研
修
炎

三
百
万
円
、
談
ｕ
報
酬
は
砿
及

十
一
万
五
千
円
、
副
縦
及
十
一

万
円
、
識
貝
十
万
近
千
円
に
な

り
ま
し
た
。

一
減
一
翼
一
筒
守
暮
試
黄
気
一
減
一
滅
一
減
一
悪
減
一

興
一
脚
｝
！
‐
｜
測
一
測
一
‐
１
両
一

函
溌
胤
織
蔦
溌
卿

蔵
』一
瑚
一
愈
一
封
一
一
嵐
一
風
一
一
漣
一

四
八
三
、
六
○
七
千
円

自
然
休
養
村
郡
業
に

二
値
二
千
八
百
万
円

◎
総
務
費
’
四
一
四
、
九
○
七
千
円

特
別
職
や
職
貝
の
給
料
の
ほ

か
町
及
交
際
晩
百
五
十
万
円
、

今
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
自
然

休
養
村
珈
業
税
二
億
二
千
八
百

一

◎
児
童
福
祉
費
’

一
三
八
、
九
九
九
千
円

保
育
所
曲
九
千
五
両
六
十
三

◎
社
会
福
祉
費
’

一
四
○
、
五
○
九
千
円

街
灯
新
設
修
理
百
五
十
万
円

身
体
障
害
者
福
祉
礎
三
百
八
十

万
八
千
円
、
老
人
家
庭
奉
仕
典

報
酬
二
百
十
六
万
円
、
温
泉
掘

ざ
く
工
聯
二
千
万
円
、
老
人
ク

ラ
ブ
袖
助
二
百
一
万
六
千
円
、

老
人
医
旅
扶
助
七
千
川
十
六
万

二
千
円
な
ど
が
主
で
す
。

三
八
一
、
九
一
七
千
円

第
一
保
育
所
（
金
木
）
を
改
築

卿
函
⑬
卿
一
榊
一
卿
轡
鰄
一
卿
一
卿
噂
卿

唖
撫
溌
職
溌
磯
哩

◎
徴
税
費
’三
九
、
’
’
○
五
千
円

◎
戸
籍
住
民
登
録
費
’

’
六
、
五
九
七
千
円

◎
選
挙
費
’
’
○
、
二
九
七
千
円

◎
統
計
鯛
査
費
’
二
、
二
二
七
千
円

◎
監
査
委
員
費
’
三
七
四
千
円

三
十
七
万
三
千
円
、
交
通
安
全

対
策
盤
五
百
二
十
五
万
八
千
円

な
ど
が
主
な
も
の
で
す
。

蕊
一
睡
幟
一
睡

◎
保
健
衛
生
費
’

三
○
、
四
○
五
千
円

ワ
ク
チ
ン
や
消
誰
薬
紬
な
ど

の
予
防
曲
六
百
三
十
四
万
五
千

円
、
妊
産
姉
牛
乳
代
百
六
十
万

川
、
保
健
協
力
員
災
百
七
万
円

な
ど
で
す
。

◎
清
掃
費
’三
六
、
七
七
一
千
円

西
北
五
衛
生
処
理
組
合
負
担

金
二
千
二
百
六
万
六
千
円
ほ
か
。

◎
病
院
費
’三
三
、
○
八
二
千
円

◎
上
水
道
整
備
費

一
一
一
八
、
○
七
一
千
円

万
九
千
円
、
児
童
館
岱
一
千
五

百
七
万
六
千
円
、
児
童
措
髄
賀

二
千
五
百
二
十
八
万
円
、
保
育

所
噸
改
築
（
第
一
保
育
所
）
九

千
百
六
万
四
千
円
な
ど
で
す
。

◎
災
害
救
助
費
Ｉ
｜
、
二
五
○
千
円

◎
国
民
年
金
事
務
取
扱
費
’

一
「
’
五
九
千
円

●
４
１
汐

ｆ
｛

一
麓
一

負
一

一
脚
一

二
二
八
、
三
二
九
千
円－ヶ

◎
農
業
費
’
一
三
四
、
四
五
五
千
円

農
業
委
貝
会
践
二
千
六
十
一

万
七
千
円
、
農
業
総
務
伐
二
千

百
八
十
六
万
Ｗ
千
円
、
水
稲
極

’
四
八
、
三
九
九
千
円

共
刷
利
川
模
範
牧
場
に

二
千
三
百
九
十
二
万
川

◎
労
働
賭
費
１七
、
八
四
○
千
円

安
全
就
労
推
進
小
業
世
七
十

五
万
一
千
円
ほ
か
。

卸
一
蜘
一
測
踊
急
動
節
画
卿
働
卿
働

Ｉ
１
１
１
１
ｌ

購
蝉
溌
銅
騨
鏡
甑

Ｉ
｛
ト
ル
ー

Ｉ
４
Ｌ
寺煙
砿
一
侭
一
鰹
一
鰹
一
減
一
睡
瞳
憾
興
慮
鰄

七
、
八
四
○
千
円

悦
眺

Ⅲ
０

◎
林
業
費
’
一
三
、
九
四
四
千
円

川
介
線
林
道
蛎
業
工
蛎
請
負

曲
一
千
六
卜
川
〃
六
千
円
ほ
か
）

籾
更
新
助
成
金
百
万
円
、
高
生

産
稲
作
柴
阻
育
成
事
業
補
助
金

二
間
〃
川
、
共
川
利
用
模
範
牧

場
に
二
千
三
百
九
十
二
万
Ｗ
千

川
、
稲
作
転
換
対
策
聯
業
岱
一

千
百
″
川
、
国
土
調
査
小
業
背

一
千
六
百
八
十
八
万
一
千
円
、

農
免
農
逆
整
術
促
進
没
九
百
八

卜
七
万
九
千
円
、
広
域
農
道
終

術
促
進
曲
一
千
百
二
十
八
万
九

千
円
、
地
域
農
政
対
策
慨
白
川

十
″
六
千
円
な
ど
が
主
で
す
。

(2）



金…木…だ翼翼…よ り

…雪…

料展よる作で耕家るし
館示う品家葬具具わま
長いか々太集や、けし
、た。を幸し民装でた
教し責お治て俗身す。
青ま任持のお品具がこ
長すをち遣り等、、れ
、のもで品まを装先か
教でつなやす回飾祖ら
青何てい関。覧品伝開
委卒保で連又板、来館
貝資符しあ、等農のす

◎
商
工
費
’三
○
、
六
三
一
千
円

商
工
業
振
興
曲
一
千
六
百
Ｗ

卜
六
万
円
、
声
野
公
側
内
芝
張

工
堺
三
百
万
川
、
湯
の
沢
観
光

道
路
工
蛎
百
万
円
、
観
光
協
会

助
成
金
三
百
二
十
万
円
ほ
か
。

。
↑
可
行
ム
ー
い
亡
予
迄
い
“
。
－
矛
込
マ
ー
。
武
迄
や
昼
、
一
羊
僅
。
一
号
仁
や
廷
や
谷
．

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

齋
霊
鶉
謡
蓑
鋸

１
０
１
‐
１
１
１
１
１
１
１
１

司
恥
一
ユ
マ
●
ｂ
マ
ー
》
‐
●
詫
一
李
申
部
一
・
口
。
△
ロ
ー
凸
「
●
《
一
宇
ｑ
■
・
』
且
口
旬
恥
一
●
画
・
・
五
一
。
寸
守
叱
一
ら
可
ｑ
恥
｛
許
ｑ
神

ｐ
寺
や
‐
■
守
ら
ｂ
甲
。
‐
臼
寸
■
‐
■
寸
凸
ｐ
寺
凸
■
寺
ｃ
Ｌ
Ｔ
牛
早
■
■
ｐ
守
口
凸
守
凸
凸
ヰ

三
○
、
六
三
一
千
円

一

会
宛
御
申
し
出
下
さ
る
よ
う
お
地
開
発
公
社
に
御
申
し
出
下

や
あ
さ
い
．

妨
換
で
イ
輔
瀧
購
肝
原
ｌ
芦
和
三
、
住
み
よ
い
町
、
き
れ
い
歓

線
道
路
ま
で
陸
橋
逝
路
が
完
成
町
づ
く
り
、
又
、
公
園
、
癖
の

一
、
民
俗
資
料
館
が
完
成
い
た
す
る
予
定
で
あ
り
、
そ
ろ
そ
ろ
川
原
、
牧
場
、
ス
キ
ー
場
整
術

二
九
七
、
三
三
一
千
円
◎
河
川
費
Ｉ
｜
、
七
一
七
千
円

い
り
い
り
い
り
け
制

刷
り
剛
燐
測
ワ
け
的
必
測
叩
傭
副
ｖ
幟
劇
泌
ｖ
け
い
凸
ｖ
碗
州
崎

会
宛
御
申
し
出
下
さ
る
よ
う
お

願
い
致
し
ま
す
。

二
、
来
年
度
審
の
川
原
ｌ
芦
和

線
道
路
ま
で
陸
橋
逝
路
が
完
成

す
る
予
定
で
あ
り
、
そ
ろ
そ
ろ

ゴ
ミ
捨
て
場
を
廃
止
、
盛
土
し

た
い
の
で
す
が
、
ゴ
ミ
捨
て
蝿

用
凹
地
を
捜
し
て
お
り
ま
す
。

①
汚
水
が
迷
惑
を
及
ぼ
さ

な
い
。
②
カ
ラ
ス
、
蝿
、
臭

気
が
迷
惑
を
及
ぼ
さ
な
い
。

③
寒
期
通
行
可
能
。

の
三
点
を
勘
案
、
候
補
地
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
何
卒
民
生

課
、
企
画
室
、
総
務
課
、
土

町
営
住
宅
建
設
に

九
千
五
百
六
十
万
円

◎
土
木
管
理
費
’

三
九
、
六
五
二
千
円

◎
道
路
橘
梁
費
’

’
四
七
、
五
二
一
千
円

除
雪
用
グ
レ
ー
ダ
ー
峨
入
一

千
百
十
三
万
円
、
逝
路
修
撫
出

百
万
円
、
道
路
新
没
改
良
曲
兀

千
八
百
五
十
万
円
、
大
束
ケ
丘

線
凍
審
防
止
工
辨
川
千
二
百
卜

四
万
六
千
円
、
芦
和
線
道
路
改

良
工
蛎
三
千
三
十
一
万
八
千
円

な
ど
が
主
で
す
。

ー

◎
住
宅
費
’
一
○
八
、
四
四
一
千
円

流
末
処
理
等
の
工
邪
慨
二
百

九
十
四
万
円
、
上
水
逆
切
梼
工

蛎
負
扣
金
三
百
六
十
万
円
、
住

宅
（
二
十
戸
）
建
設
工
蛎
九
千

丘
百
六
十
万
円
な
ど
。

ら
け
寺
６
０
ｈ
句
。
ｐ
‐
守
凸
ｐ
‐
●
●
・
唖
．
４
も
》
毛
や
守
今
ウ
マ
毛
や
Ｉ
？
●
‐
令
‐
■
●
Ⅱ
申
寺
４
■
‐
守

Ｉ
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
ｌ

瀞
臨
砿
鍔
費
娠

ｇ
ｑ
ｈ
や
凸
ｑ
ｂ
。
ｄ
●
伊
４
０
◆
Ｄ
‐
ｑ
、
■

⑤
。
『
ロ
牝
ｂ
銀
一
、
‐
ｐ
《
一

．
寸

晶
寺
自

や
ら
‐
申
ｂ
４
ｃ
ｂ
印
や
■
４
■
■
哨
■
■
①
ｂ
ｂ
ｑ
③
Ｆ
ｑ
ｃ
心
①
も
ら
‐
凸
も
●
も
む
ら
４
守

二
『
冒
凸
一
古
ユ
室
■
凸
』
■
ユ
｜
■
《
》
マ
ユ
｜
『
ユ
ー
■
■
写
で
■
言
■
ぬ
』
■
尋
一
口
凸

・
Ｐ
．
①
。
‐
ｂ
切
勾
Ｄ
２
令
卜
●
。
‐
中
●
・
■
Ｉ
己
。
良
‐
。
。
。
‐
切
岾
■
‐
４
６
Ｌ
■
。
‐
も
で
ｃ
ｈ
Ｉ
守

一
○
七
、
九
六
一
千
円

◎
消
防
費
’
’
○
七
、
九
六
一
千
円

津
幡
北
部
消
防
郡
務
糾
合
負

ス
キ
ー
場
整
術
雪

◎
中
学
校
費
’
二
三
、
六
二
五
千
円

◎
社
会
教
育
費
Ｉ

三
六
、
四
七
四
千
円

社
会
教
育
総
務
税
川
而
六
″

六
千
円
、
各
祇
学
級
践
商
六
卜

一
万
三
千
円
、
公
民
館
曲
二
千

◎
小
学
校
費
’

二
二
○
、
四
六
二
千
円

学
校
祷
理
晩
六
千
両
卜
肚
万

二
千
円
、
統
合
小
学
校
新
築
工

礪
（
一
期
工
事
）
の
学
校
雌
殻

蛮
一
価
正
千
八
両
几
ト
パ
″
円

な
ど
。

◎
教
育
総
務
費
’

三
四
、
六
一
一
九
千
円

教
育
委
貝
会
躯
務
肘
挫
三
千

Ｗ
、
二
十
五
万
七
千
円
が
主
。

｜
測
一
測
一
減
一
測
一
測
一
渕
一
滅
菌
一
恩
就
一
滅
一
渕

銅
蕪
認
溌
韻
窺
辨

１
■
旧
■
Ⅱ
ｈ
ｊ
Ｙ
４
‐
ｑ
１
ｂ
ｌ
ａ
ｌ
Ⅶ
ｌ
も
０
町
Ｊ
Ⅱ
４
．
１

拭
一
賦
恩
憾
一
憾
一
慨
一
減
一
城
一
拭
一
減
慈
烈

三
三
九
、
九
八
○
千
円

統
合
小
学
校
建
設
椛
業
に

一
値
几
千
八
百
丘
十
六
〃
円

拠
金
及
び
分
扣
金
九
千
七
、
卜

一
万
八
千
円
、
消
防
施
設
役
（

沢
部
屯
所
新
築
工
事
、
消
火
棯

設
慨
工
蛎
負
肌
金
）
二
百
八
卜

万
円
な
ど
で
す
。

ー

一
○
八
、
六
三
三
千
円

◎
公
債
費
’
一
○
八
、
六
三
三
千
円

◎
保
健
体
育
費
’

二
四
、
七
九
○
千
円

社
会
体
育
税
而
一
〃
九
Ｆ
リ

体
育
施
段
出
、
ト
ヒ
″
川
、
喜

良
巾
小
学
校
給
食
施
投
述
批
慨

一
Ｆ
し
汀
叫
卜
″
几
千
川
な
ど

で
す
。

心
中
‐
Ｄ
Ｐ
●
４
ｂ
ｂ
ｑ
も
ｇ
Ｊ
ｂ
や
ｑ
Ｇ
ｏ
０
も
申
‐
。
・
・
ｏ
４
ｂ
ｏ
４
可
ｊ
１
０
０
ｑ
０
１
４
、

寅
凸
一
■
里
一
可
巳
・
守
砧
一
守
口
一
ｅ
と
一
中
心
』
■
■
画
画
■
ロ
も
■
－
，
１
二
●

９
卜
‐
守
守
‐
也
寺
４
‐
Ｄ
ｊ
４
卜
ｄ
も
ｂ
Ｇ
色
Ｐ
‐
。
。
？
ｆ
の
ｂ
Ｇ
ｏ
Ｐ
Ｇ
ｏ
Ｄ
ｄ
Ｑ
ｂ
守
凸
Ｐ

七
Ⅱ
‐
ロ
Ⅱ
Ｕ
■
、
Ｊ
Ｂ
Ｌ
ら
０
口
４
．
１
巳
１
．
０
。
Ⅱ
．
Ｉ

蕊
篭
議
謡
蓑
へ

心
司
副
斗
一
◆
‐
４
．
や
ひ
４
勺
や
Ｐ
印
争
い
▽
。

４
‐
１
．◆

恥
守
Ⅱ
１
、
Ｉ
Ｄ
日
１
１
１
．
０
。
‐
１
１

◆
０
０
１
■
凸
‐
４
Ｄ
Ｆ
Ｊ
１
ｂ
Ｐ
‐
守
ｂ
Ｐ
‐
４
も
①
４
６
①
ｑ
ｂ
■
ｑ
も
凸
ｑ
■
申
ａ
ｆ
ｐ
４
●
伊
ｄ

も
卜
‐
ゆ
■
＄
Ｆ
■
命
し
Ｉ
ｃ
ｑ
ｂ
旬
４
中
旬
凸
や
卓
昌
Ｂ
ｊ
４
Ｐ
Ｉ
ｃ
ｅ
ト
ヴ
ｄ
Ｐ
ｊ
ｑ
‐
■
凸
■
■

川
百
四
十
二
万
七
千
円
、
雌
史

民
俗
資
料
鯨
曲
肛
百
二
ト
ー
・
刀

七
千
円
な
ど
。

ば
誠
恩
減
貫
一
減
一
抵
貫
一
烈
一
蕊
一
風
風

歩
瓶
．
・
州
．
？
・
州
誌
叫
一
拘
裁
Ⅷ
＄
△
州
，
世
相
と
り
４
．
，
Ⅷ
§
ｈ
も

、
卜
．
一
・
，
；
卜
、
↑
●
Ｆ
鳥
と
一
℃
〆

零
恋
一
減
一
蹴
｝
｜
減
一
風
〔
｜
減

理
胤
一
胤
獅
跡
凋
撫
鋤

申
‐
Ｉ
４

Ｔ
ｂ
－

五
三
二
千
円

◎
基
金
穣
立
金
’
四
三
二
千
円

◎
特
別
会
計
繰
出
金
’
一
○
○
千
円

ざ
二
Ｖ
巳
，
許
八
字
訓
・
ヨ
八
審
・
壁
吋
与
．
．
４
．
八
可
、
当
ｖ
壁
卿
、
司
瞠
‐

６
，
Ｇ
℃
金
Ⅱ
や
‐
竜
等
‐
？
ｆ
ｑ
ｅ
ｐ
■
ｑ
恥
卜
ｑ
４
Ｄ
ｄ
ｑ
‐
ｂ
呵
り
‐
卜
寸
令
Ｐ
０
１
ｂ
寺
争
‐
凸
ｄ
●
‐
ｈ
叩

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

》
捌
一
。
‐
、
！
一
ず
封
‐
、
◆
・
‐
｜
》
狐

譲
蕊
棄
蕊
畿
“

、
①
Ｇ
Ｉ
、

。
、
Ｆ
ｄｌ
Ｉ
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

辛
司
由
許
‐
．
。
砂
軋
一
、
ロ
ー
恥
．
、
窯
一
・
、
、
矛
１
芽
△
。
、
卦
Ｊ
・
。
。
ア
、
司
司
・
恥
争
ｑ
部

４
Ｌ
Ｉ
４
１
ｒ
４
心
Ｉ
Ｆ
，
ｆ
１
ｈ
‐
申
４
‐
、
‐
甲
も
‐
や
ｌ
守
り
。
甲
ｑ
‐
脳
守
、
ｂ
千
４
Ｉ
Ｃ
寺
４
‐
卜
●
、
Ｌ
□

｜
、
○
○
○
千
円
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全…木…だ翼翼…より

四
川
十
三
Ⅱ
、
そ
の
Ⅱ
私
は

一
ｕ
消
防
士
に
な
っ
た
。
朝
の

九
時
頃
金
木
捕
防
料
に
つ
き
、

消
防
の
こ
ん
色
の
制
服
を
藩
、

ネ
ク
タ
イ
ま
で
し
め
た
。
署
及

室
に
は
い
り
、
辞
令
を
い
た
だ

い
た
時
は
、
緊
張
し
て
体
が
コ

チ
コ
チ
に
な
っ
て
い
る
の
が
、

自
分
で
も
よ
く
わ
か
っ
た
。
そ

の
時
ふ
と
、
「
女
の
滴
防
士
は

金
木
署
は
じ
ま
っ
て
以
来
で
は

な
い
の
か
な
？
。
も
し
そ
う
だ

群韓轆幹
韓番輪馨

雛
鱗
韓馨稚韓

瀧
畿
馨馨輪韓
群馨韓群

「
女
消
防
士
第
一
号
」
？

に
な
っ
て

金
木
中
三
年渡
辺
公
子

(辞令を受け取る渡辺さん）

と
す
る
と
、
私
は
女
消
防
士
輔

一
号
っ
て
わ
け
だ
」
・
と
、
オ

ー
バ
ー
な
こ
と
を
考
え
た
。
消

防
醤
の
広
場
で
、
朝
会
を
行
な

っ
た
。
今
日
だ
け
だ
と
は
い
え

私
も
消
防
士
は
消
防
士
な
の
で

私
も
み
ん
な
と
同
じ
に
、
横
に

一
列
に
並
ん
だ
。
だ
れ
か
が
「

番
号
」
と
言
う
と
「
一
、
二
、

三
」
と
も
の
す
ご
い
大
き
な
声

を
出
し
た
つ
も
り
な
の
だ
が
、

さ
す
が
に
本
職
の
人
に
は
、
か

な
わ
な
か
っ
た
。
朝
会
を
終
え

今
度
は
火
消
し
の
練
習
を
し
た

銀
色
の
か
な
り
亜
い
防
火
服
を

着
て
、
ほ
ん
の
少
し
で
は
あ
る

が
消
防
車
に
も
乗
り
、
す
ぐ
そ

こ
の
車
碓
に
水
を
か
け
た
。
松

江
君
と
二
人
で
ホ
ー
ス
を
も
っ

て
い
た
の
だ
が
、
三
十
秒
も
す

る
と
手
が
つ
か
れ
て
き
た
。
本

当
の
火
邸
の
時
な
ど
、
よ
っ
ぽ

ー

ど
の
体
力
を
必
要
と
す
る
だ
ろ

う
と
つ
く
づ
く
感
じ
た
。
そ
の

た
め
に
、
女
の
消
防
士
は
め
っ

た
に
い
な
い
の
だ
ろ
う
。
火
消

し
の
練
群
を
し
て
い
る
時
で
も

ま
た
消
防
服
を
満
る
時
な
ど
で

も
、
澗
防
の
み
な
さ
ん
は
、
と

て
も
よ
く
脂
導
し
、
ま
た
め
ん

ど
う
を
兄
て
く
だ
さ
っ
た
。
仕

聯
が
仕
小
だ
け
に
、
消
防
幹
の

人
達
は
い
つ
も
甑
に
し
わ
を
よ

せ
て
、
む
ず
か
し
い
こ
と
ば
か

り
話
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
と

い
う
私
の
想
像
と
は
全
く
ち
が

っ
て
い
た
。
十
時
近
く
に
な
り

本
部
に
向
か
っ
た
。
本
部
と
い

う
の
は
、
金
木
、
中
里
、
小
泊

市
浦
の
消
防
署
で
作
っ
て
い
る

津
韓
北
部
消
防
組
合
の
本
部
の

こ
と
だ
。
そ
れ
は
中
里
に
あ
る

い
っ
そ
の
こ
と
金
木
に
作
っ
た

ら
い
い
の
に
、
な
ど
と
勝
手
な

こ
と
を
考
え
な
が
ら
車
に
乗
っ

た
。
た
っ
た
一
時
間
し
か
い
な

か
っ
た
金
木
群
だ
っ
た
が
、
な

ぜ
か
な
ご
り
僻
し
か
っ
た
。
し

か
し
、
本
部
へ
の
希
馴
も
ま
た

大
き
か
っ
た
。
二
、
三
十
分
恥

に
乗
り
、
本
部
に
符
い
た
。
私

は
中
肌
の
町
を
全
然
知
ら
な
い

の
で
、
中
里
の
ど
こ
ら
へ
ん
に

本
部
が
あ
る
の
か
は
、
わ
か
ら

な
か
っ
た
が
、
町
な
か
で
な
い

こ
と
は
確
か
だ
っ
た
。
さ
す
が

に
本
部
と
も
な
る
と
大
き
く
、

新
し
く
り
っ
ぱ
だ
っ
た
。
珈
務

室
に
は
い
る
と
、
す
で
に
市
浦

と
小
汕
中
の
人
達
は
来
て
い
た
。

中
里
中
が
き
て
、
全
部
そ
ろ
う

と
別
の
部
朧
に
移
り
座
談
会

を
は
じ
め
た
。
私
も
そ
う
で
あ

っ
た
が
、
他
校
の
人
達
も
緊
張

し
て
Ⅲ
く
な
っ
て
い
た
。
し
か

し
、
油
防
の
人
達
の
お
話
を
聞

い
て
い
る
う
ち
に
、
次
第
に
心

が
な
ど
ん
で
き
た
。
津
職
北
部

地
区
で
の
、
一
年
間
に
起
こ
っ

た
火
蛎
の
件
数
、
そ
の
抓
害
な

ど
の
脱
明
が
あ
っ
た
。
一
器
消

防
署
で
肘
る
の
は
、
火
覗
の
報

告
の
こ
と
だ
そ
う
だ
。
火
小
の

畔
は
だ
れ
で
も
あ
せ
る
も
の
で

正
確
に
報
告
す
る
人
は
少
な
い

そ
う
だ
。
頭
で
は
理
解
し
て
い

て
も
、
い
ざ
そ
の
時
と
な
る
と

私
は
正
確
に
報
告
で
き
る
と
い

う
ｎ
版
が
な
い
。
ま
ず
火
猟
の

雌
は
、
落
ち
打
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
だ
。
と
、
あ
ら
た
め

て
感
じ
た
。
座
談
会
の
あ
と
に

は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
沸
い
た
。

や
は
り
消
防
に
つ
い
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
あ
っ
た
が
、
な
ん

と
癖
え
て
い
い
の
か
、
は
っ
き

り
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
特
に
、

あ
な
た
は
火
蛎
を
起
こ
さ
な
いー

よ
う
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
戴
を

つ
け
る
か
、
と
い
う
問
い
で
は

川
っ
て
し
ま
っ
た
。
内
分
で
特

別
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
は
、

こ
れ
と
い
っ
て
な
か
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
ｎ
分
の
火
邪
に
対
し

て
の
無
感
心
さ
を
改
め
て
知
っ

た
。
と
Ｍ
時
に
、
よ
く
こ
れ
で

一
Ⅱ
澗
防
士
に
な
れ
た
も
の
だ

と
、
ｎ
分
な
が
ら
恥
ず
か
し
く

思
っ
た
．
十
一
時
半
噸
に
な
る
と

み
ん
な
で
料
内
を
兄
て
川
っ
た

が
、
特
に
縦
会
室
に
は
び
っ
く

り
し
た
。
喋
縦
会
の
会
場
と
ま

で
は
い
か
な
か
っ
た
が
、
そ
れ

を
思
わ
せ
る
よ
う
な
、
り
っ
ぱ

な
も
の
で
あ
っ
た
。
消
防
の
人

か
ら
い
す
の
仙
段
を
聞
か
さ
れ

た
畔
は
、
ま
た
ま
た
び
っ
く
り

し
て
し
ま
っ
た
。
さ
っ
そ
く
そ

れ
に
雄
っ
て
み
た
ら
、
さ
す
が

に
フ
カ
フ
カ
し
て
気
持
ち
が
よ

か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
、
お
丑
を

ご
ち
そ
う
に
な
り
、
他
校
の
み

ん
な
で
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り

中
に
は
ト
ラ
ン
プ
を
す
る
人
も

い
た
。
他
校
の
友
達
が
で
き
た

と
思
う
と
、
な
ん
だ
か
う
れ
し

く
て
し
か
た
な
か
っ
た
。
一
時

に
な
り
、
金
木
浦
防
の
車
か
む

か
え
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
の
で

中
里
鍔
の
人
、
他
校
の
人
達
に

あ
い
さ
つ
を
し
て
、
中
哩
を
あ

と
に
し
た
。
金
木
群
に
つ
い
て

制
服
を
と
り
か
え
州
り
の
し
た

く
を
し
た
畔
な
ん
だ
か
ひ
し
リ

で
に
、
ほ
ほ
え
み
が
浮
ん
で
き

た
。
ど
う
し
て
、
と
聞
か
さ
れ

た
と
し
て
も
、
た
ぶ
ん
そ
の
時

は
、
群
え
ら
れ
な
か
っ
た
だ
ろ

う
。
し
か
し
、
何
か
が
私
の
心

に
残
っ
た
の
は
確
か
だ
っ
た
。

あ
と
で
考
え
て
み
る
と
、
た
ぶ

《

ん
そ
れ
は
、
淌
防
に
つ
い
て
の
一

勉
強
と
Ｍ
時
に
群
の
人
の
狐
か
一

い
心
に
ふ
れ
た
術
、
他
校
の
人
一ユ

と
仲
よ
く
な
れ
た
猟
、
そ
ん
な
一《

聯
が
、
。
Ｈ
消
防
世
と
い
う
・
一

つ
の
言
菜
と
い
っ
し
ょ
に
な
り
一一

あ
る
イ
メ
ー
ジ
を
作
っ
て
い
た
一

の
だ
ろ
う
。
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
一

私
の
予
想
し
て
い
た
亜
苫
し
い
一

も
の
と
は
、
全
く
と
い
っ
て
い
一空

い
ほ
ど
ち
が
う
物
だ
っ
た
の
で
一

一
人
で
に
ほ
ほ
え
ん
で
い
た
の
一

力
も
し
れ
な
い
。
お
枇
話
に
な
《

っ
た
み
な
さ
ん
に
あ
い
さ
つ
を
一

す
ま
せ
、
一
Ⅱ
消
防
士
と
し
て
一

の
任
務
を
終
え
た
。
州
り
の
車
一

の
中
で
「
毎
Ｈ
で
も
来
た
い
な
｜空

で
も
征
Ⅱ
来
た
ら
一
Ⅲ
消
防
士
一室

で
な
く
な
る
し
な
い
．
．
。
で
も
や
一

つ
ば
り
で
き
た
ら
も
う
一
度
、
一ユ

ー
Ⅱ
消
防
士
に
な
り
た
い
な
…
空

」
そ
ん
な
こ
と
を
、
し
き
り
に
一

考
え
て
い
た
。

(4）



金…木……だ漣…よ…り

「
｜
日
消
防
士
」

で
感
じ
た
こ
と

金
木
中
三
年松
江
洋
一

「
い
っ
て
ま
い
る
ぞ
」
・
な

ど
と
愛
き
ょ
う
を
ふ
り
ま
い
て

教
室
を
出
た
も
の
の
、
内
心
は

消
防
群
に
つ
い
て
か
ら
の
こ
と

が
瓠
に
な
り
、
緊
張
し
て
い
る

や
ら
、
不
安
や
ら
で
気
が
進
ま

な
か
っ
た
。
消
防
料
に
つ
い
て

「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
］

と
、
い
っ
て
し
ま
う
と
緊
張
は

だ
い
ぶ
ほ
ぐ
れ
た
。
制
服
に
蒲

が
え
、
辞
令
を
受
け
て
、
簡
単

な
刺
礼
の
様
な
も
の
が
終
っ
た

後
、
「
消
防
鰐
の
川
の
倉
庫
か

ら
火
が
で
た
。
」
と
い
う
こ
と

で
、
満
習
を
や
る
こ
と
に
な
っ(辞令を受け取る松江くん）

た
。
通
糀
が
は
い
る
と
、
消
防

車
に
乗
り
こ
み
、
す
ぐ
お
り
て

ホ
ー
ス
を
使
っ
た
け
れ
ど
、
ホ

ー
ス
に
水
が
来
る
と
急
に
亜
く

な
っ
た
。
そ
の
ｋ
、
防
火
服
を

杵
て
い
た
の
で
勅
き
に
く
か
っ

た
。
こ
れ
が
実
際
の
火
蛎
現
蝿

だ
と
こ
の
上
、
多
勢
の
人
が
刷

り
に
い
る
こ
と
、
ホ
ー
ス
が
も

っ
と
亜
く
、
如
き
に
く
い
こ
と

人
命
を
救
助
す
る
こ
と
な
ど
大

変
な
小
だ
と
思
う
。
も
し
、
私

に
火
堺
呪
塒
で
「
川
じ
こ
と
を

や
れ
」
と
言
わ
れ
て
も
、
た
だ

う
ろ
た
え
る
だ
け
で
、
な
に
も

で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。
や
は
り
、
毎
Ⅱ
の
訓
練
な

し
で
は
無
理
だ
ろ
う
。
汕
防
署

の
人
達
は
、
「
い
つ
」
お
こ
る

か
わ
か
ら
な
い
「
い
つ
」
に
備

え
て
毎
Ⅱ
訓
練
し
、
一
側
交
た

い
で
湛
ず
に
勤
務
し
て
い
る
こ

と
を
思
う
と
、
弧
が
下
が
る
思

い
だ
。
金
木
署
踵
さ
ん
も
、
中

脳
の
本
部
曇
も
、
「
救
急
車
を

ｰ

」
と
い
う
通
報
か
は
い
る
と
、

す
ぐ
に
出
勅
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
る
の
だ
が
、
い
た
ず
ら
と

か
、
そ
れ
ほ
ど
の
こ
と
で
も
な

い
の
に
、
通
報
し
て
く
る
こ
と

が
あ
る
、
そ
れ
で
も
、
扣
手
が

ど
う
で
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
の

で
川
肋
す
る
け
れ
ど
も
、
も
し

こ
の
間
に
、
火
聯
や
、
本
当
に

急
を
要
す
る
悠
特
が
で
た
蝿
合

大
変
な
こ
と
に
な
る
の
で
、
い

た
ず
ら
は
や
め
て
ほ
し
い
。
ま

た
、
消
防
叩
も
Ｍ
じ
で
通
報
が

は
い
る
と
、
た
と
え
い
た
ず
ら

で
も
、
川
動
し
て
い
く
こ
と
に

な
る
の
で
、
こ
う
い
う
こ
と
は

絶
対
し
な
い
で
下
さ
い
。
と
い

っ
て
い
た
。
本
当
に
そ
の
と
お

り
だ
と
思
う
。
毎
Ⅱ
の
訓
練
は

私
達
を
緊
急
小
態
か
ら
救
っ
て

く
れ
る
た
め
に
や
っ
て
く
れ
て

い
る
の
だ
。
い
た
ず
ら
の
た
め

に
あ
る
の
で
は
な
い
。
と
い
う

ー

'■

■
■

■
■’

穿
穴
(放水練習の二人）

こ
と
を
考
え
て
ほ
し
い
。
鰐
長

さ
ん
の
紙
も
終
っ
て
、
中
哩
の

本
部
へ
行
っ
た
。
本
部
で
は
、

「
前
に
一
度
、
小
袖
の
分
肌
が

解
散
さ
せ
ら
れ
た
畔
、
村
の
人

遠
は
、
不
安
で
、
夜
も
安
心
し

とろかわft74ん

一三

ｂ

ｌ
が
‐
メ
ラ
ヱ
ン

進
い
る
ば
ん
の
塔
爬
生
町
ノ

故
え
る
ご
と
げ
格
キ
花

埼
ろ
ば
人
猷
と
４
ぃ

－
、
程
が
、
ｂ
，
ｌ
ｒ
－

一一

叩
コ
イ
シ

の
｡

ー

て
漉
ら
れ
な
か
っ
た
。
」
と
い

う
納
を
川
か
さ
れ
た
。
任
食
を

い
た
だ
い
て
、
学
校
ま
で
送
っ

て
も
ら
っ
た
け
れ
ど
、
こ
の
Ⅱ

は
、
私
速
に
と
っ
て
、
辨
段
あ

ま
り
関
係
な
い
と
思
っ
て
い
た

IＰ
■

ヲ
月
の
テ
ー
マ

Lらか「
将
来
ど
ん
な
職
業
に
つ
き
た
い
か
？
」

嘉
瀬
小
学
校
六
年
生
に
聞
く

Ｇ
１
可
で
．
く
げ

口
ご
口

８

４

口
口
１
ｈ
■
■

月

日Q 消
防
砦
が
、
い
か
に
大
堺
か
、

ま
た
、
何
も
関
係
の
な
い
私
達

寺
、

を
守
っ
て
く
れ
て
い
る
こ
と
力

わ
か
り
、
有
意
装
な
・
川
だ
っ

た
。

銀
0

ユ
０
④ ’

よLざきゆか子斗

｜’
ー

（5）



金…木…だ翼…よ…り

競
賜
場
を
過
ぎ
る
と
兄
渡
す

ば
か
り
の
野
原
に
な
る
。
そ
の

こ
ろ
の
区
有
地
は
ま
だ
一
面
の

野
腺
で
、
畑
も
な
に
も
な
か
っ

た
か
ら
、
存
に
は
ワ
ラ
ビ
の
宝

雌
だ
っ
た
。
端
れ
渡
っ
た
汗
空

に
は
つ
ぎ
つ
ぎ
ヒ
バ
リ
が
無
い

上
が
っ
て
、
ま
っ
た
く
ヒ
バ
リ

の
交
群
曲
だ
。

松
並
木
の
下
を
通
っ
て
、
商

流
（
た
か
な
が
れ
）
ま
で
行
く

と
、
ナ
ン
俵
（
コ
ダ
シ
の
大
き

い
も
の
）
に
す
ぐ
ワ
ラ
ビ
が
い

溌
木
:,..

夜
話
一::弓‘;
畿瀦溌譜

唱星駕妾話蓋臺．太
宰
治
の
こ
と
（
そ
の
一
）

町
で
実
施
す

る
事
業
の
大
部

分
は
地
方
俄
（

借
金
）
に
よ
っ

て
行
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
の

地
方
俄
の
査
金

に
は
、
み
な
さ

ん
が
械
立
し
て

い
る
国
民
年
金

や
簡
易
保
険
の

祇
立
金
が
利
用

さ
れ
て
い
ま
主

で
す
か
ら
、
み

て
い
る
。
ま
っ
た
く
パ
ノ
ラ
マ

の
よ
う
な
展
望
で
あ
る
。

ふ
る
さ
と
を

訪
ね
て
兄
れ
ぱ

一
句
Ｉ
し
Ｉ
Ｌ
０
Ｉ
４

折
才
Ⅱ

衝
の
奥
の蝦
夷
の
品
影

こ
の
歌
は
当
町
の
明
淌
の
歌

人
が
詠
ん
だ
も
の
と
い
う
こ
と

だ
が
、
ま
っ
た
く
そ
ん
な
感
じ

で
あ
る
。

休
ん
で
い
る
う
ち
に
炭
焼
き

の
人
が
、
炭
俵
を
汗
に
し
て
二

な
さ
ん
の
祇
立
に
よ
っ
て
樅
業

が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
丈

五
十
二
年
度
で
は
、
簡
保
で

朝
日
団
地
（
二
十
戸
）
の
建
設

(3)ー

(朝日団地）

時
禁
じ
ら
れ
て
い
た
革
命
の
歌

で
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
。
松

並
木
か
ら
少
し
離
れ
た
松
林
の

中
に
こ
の
岨
声
の
人
た
ち
が
い

た
。
若
い
学
生
二
人
に
白
い
エ

プ
ロ
ン
姿
の
カ
フ
ェ
ー
の
女
給

ら
し
い
の
が
二
人
で
あ
る
。

学
生
の
う
ち
の
一
人
は
小
学

校
で
呵
級
生
だ
っ
た
津
島
一
郎

君
で
、
も
う
一
人
は
津
晶
修
治

で
あ
っ
た
。
一
郎
君
と
修
治
と

は
い
と
こ
川
士
で
四
つ
年
下
で

あ
る
。
こ
の
時
は
昭
和
五
年
だ

っ
た
か
ら
、
一
郎
君
が
十
七
歳

こ
ろ
か
。
（
彼
は
秀
才
で
早
稲

田
に
入
っ
た
が
二
十
歳
の
若
さ

で
死
ん
だ
。
）
額
被
り
に
ナ
ン

俵
を
汗
負
っ
た
百
姓
の
オ
ン
ジ

年
金
で
は
塵
芥
車
の
購
入
と
蒔

田
老
人
憩
の
家
が
建
設
さ
れ
ま

し
た
。

記
l■■
■一

b可

(繭田老人触の家）

｜
得
播
州
術
州
御
剛
朴
症
舛
幟
所

一
次
の
金
額
が
還
付
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

還
付
さ
れ
る
金
郁
は
、
本
人

は
六
千
円
、
控
除
対
象
配
偶
者

や
扶
養
親
族
は
一
人
に
つ
き
三

千
円
と
し
て
計
算
し
た
金
額
で

す
。
た
だ
し
、
昭
和
五
十
二
年

分
の
所
得
税
甑
の
方
が
少
な
い

と
き
は
、
そ
の
税
緬
ま
で
と
な

り
ま
す
。
還
付
方
法
と
そ
の
手

統
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
甥
合
〉

本
年
六
川
一
Ⅱ
現
在
に
お
い

て
昨
年
と
同
じ
会
社
に
勤
務
し

て
い
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
六

Ｈ
１
七
月
ご
ろ
、
勤
務
先
か
ら

還
付
さ
れ
ま
す
。

〈
覗
業
所
伴
者
な
ど
の
場
合
〉

堺
業
所
伴
者
な
ど
確
定
申
杵

を
し
て
納
税
し
た
人
は
、
六
月

末
ご
ろ
に
税
務
群
か
ら
特
別
減

税
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
が
送

付
さ
れ
ま
す
か
ら
、
こ
れ
に
川

封
し
て
あ
る
還
付
諦
求
井
川
紙

に
所
要
の
蛎
項
を
記
入
し
て
、

税
務
群
に
送
り
返
し
て
く
だ
さ

所
得
税
の
噌
重
霊
：

己
。
一
垂
■
■

と
弓
－
９
－

ー

叩
叩

い

や

④

ロ

■

『

一
時
の
思
い
違
い
や
、
経
済

上
の
都
合
な
ど
で
、
剛
氏
年
金

に
当
然
加
入
す
る
は
ず
な
の
に

今
ま
で
加
入
し
な
か
っ
た
人
や

加
入
し
て
も
保
険
料
を
滞
納
し

て
老
齢
年
金
を
う
け
る
権
利
が

な
い
人
々
に
、
鹸
後
の
チ
ャ
ン

ス
が
与
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
人

々
は
、
今
年
の
上
川
一
川
か
ら

昭
測
瓦
卜
八
年
六
川
一
・
卜
Ⅱ
ま

で
の
二
年
間
に
加
入
の
手
統
を

済
ま
し
、
滞
納
し
て
い
た
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

滞
納
保
雌
料
瓠
は
一
カ
月
に
つ

き
川
千
川
を
納
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
の
申
出
の
で
き
る

特
別
減
税

い
。
そ
う
し
ま
す
と
、
税
務
署

か
ら
還
付
金
の
支
払
通
知
神
が

送
ら
れ
て
き
ま
す
か
ら
、
こ
の

支
払
通
知
評
に
よ
っ
て
郵
便
局

で
還
付
金
を
受
取
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

〈
そ
の
他
の
人
の
場
合
〉

１
１
無
年
金
者
に
も
Ｉ
Ｉ

ｒ
ｌ
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
Ｉ

F一一.一一

みんなの街で一塊災し〈
’吸いか‘っの投げ拾てはやめまし』う

今
年
に
な
っ
て
五
月
末
ま
で

に
退
職
し
た
人
や
、
昨
年
中
途

で
退
職
し
た
人
な
ど
は
、
税
務

署
へ
還
付
請
求
を
し
て
く
だ
さ

い
。
こ
の
場
合
、
昭
和
五
十
二

年
分
の
確
定
申
告
書
を
提
出
し

て
い
な
い
人
は
、
期
限
後
の
確

定
申
告
を
し
て
、
特
別
減
税
を

受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
税
務
署

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

人
は
当
然
加
人
の
人
で
す
。
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
等
任
意

加
入
し
て
い
る
人
は
適
川
さ
れ

ま
せ
ん
。

く
わ
し
く
知
り
た
い
人
は
、

今
す
ぐ
役
場
年
金
係
に
ご
杣
談

下
さ
い
。

除f腿

r
’咀rら咄ノ､へ酌患､や'1人酎

－

6）（



金…木…だ鯉…よ…り

さ
る
四
月
三
Ⅱ
、
金
木
町
の

花
扇
舞
帥
研
究
会
（
会
及
中
西

淌
逸
氏
）
は
、
中
里
町
の
齢
和

間
を
慰
問
し
ま
し
た
。
研
究
会

で
は
、
こ
れ
ま
で
も
数
回
慰
問

し
て
お
り
、
お
年
寄
り
た
ち
と

も
す
っ
か
り
馴
に
な
り
ま
し
亀

沢
田
ソ
ョ
さ
ん
（
副
会
及
）

ら
十
名
か
ら
、
お
み
や
げ
や
舞

湖
を
被
露
し
て
も
ら
い
、
お
年

金
木
花
一
扇
舞
踊
研
究
会

静
和
園
を
慰
問

つ
ば
い
に
な
っ
た
。

野
原
ワ
ラ
ビ
は
小
さ
い
が
味

か
よ
い
の
だ
。
術
流
の
上
で
廷

食
を
し
た
。

若
生
（
わ
か
お
い
）
コ
ン
ブ

で
包
ん
だ
握
り
飯
に
小
糠
ニ
シ

ン
、
タ
ク
ア
ン
だ
け
の
お
か
ず

だ
が
空
腿
に
は
こ
れ
で
も
お
い

し
い
。
商
流
か
ら
西
の
方
を
眺
望
す

る
と
、
十
三
湖
の
沖
に
か
す
か

に
大
脇
、
小
品
が
兇
え
、
ま
た

権
現
崎
は
怪
献
の
よ
う
に
横
た

わ
っ
て
い
る
。
一
方
流
れ
山
か

ら
は
津
蛭
平
野
の
大
半
が
一
望

さ
れ
、
岩
木
山
の
撫
野
か
ら
流

れ
る
大
川
の
水
が
見
え
か
く
れ

し
て
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
白
く
光
っ

・
・
ぎ
。
呂
凸
言
ざ
●
・
一
色
凸
・
一
Ｆ
。
■
・
君
凸
ざ
■
。
●
三
・
・
一
？
■
・
垂
垂
函
・
一
Ｆ
・
弓
ロ
・
・
・
牙
ロ
・
主
・
・
“
垂
一
昔
名
一
号
甲
■
凸
二
・
・
・

三
人
通
り
す
ぎ
て
い
っ
た
。
ワ

ラ
ビ
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
ナ

ン
俵
を
背
負
っ
て
私
も
帰
途
に

つ
い
た
。

そ
の
途
中
、
松
並
木
の
陰
か

ら
、
若
い
人
の
唄
声
が
聞
え
て

き
た
。
哀
愁
を
帯
た
よ
う
な
歌

で
、
そ
の
時
は
な
ん
の
歌
か
わ

か
ら
な
か
っ
た
が
、
あ
と
で
当

淵.六・,1－『：.『‘'f弘一fff-r4Yr･FTI.,.$･』乱,；･fJ乱.尚‘r漁號'f殼粁f乱￥ff誌¥fr乳Wf謡.f雄

f

計量器の定期検査ミ
ミ

（7月12日～14日）ミ
1ミ

f

.2II9時～111if30分ェ

■川命公氏館f
X

131昨～1511､f
r

■金木股協蒋良市支所f

[3119時～1111,f30分児
『

･識揃公民館；
1311.f～1511f30分唖

■金木町役端#
1．

l411911.f30分～1411:f

■金木lul-役賜i

全H特F淌認莞討f-淵芋ff語諦群針路¥針P蝿¥ff尚瑞ﾛf=婚f糊f

寄
り
た
ち
も
大
喜
び
。
ま
し
た
。

か
蝿
州
唖
鈴
州
栓
軸
紅
都
割
咽
寄
付
金
あ
り
が
し
言
う

く
り
寄
付
し
、
お
年
寄
り
た
ち
閥
北
圧
軍
鴎
保
存
杵
及
会
（

と
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
す
ご
し
会
陵
吋
鳴
腋
正
是
）
よ
り
翁
衣

迫

下
や
炉
］
・
宝
Ｌ
■
戸
。
『
・
下
母
■
◆
早
口
下
か
宮
口
幸
ｒ
か
廷
ロ
酒
Ｌ
宅
．
下
坐

12I1
一

に
ま
Ｆ
た
き
足
王
か
ｒ
記
頴
星
ま
領
主
準
星
主
講
生
串
凡
屯
。
》
に
主
。
平
凡
屯
●
領
●
龍
Ｌ
發
坐

下
窕
．
』
・
下
走
、
●
下
記
・
幸
児
・
韻
哲
Ｌ
●
正
下
生
生
鼻
主
噛
歩
点
二
子
先
索
止
疋
・
下
主
氾
誘
上
北
韮
詐

13I1
で
あ
る
私
は
、
す
ぐ
そ
ば
を
通

り
な
が
ら
大
家
（
た
い
け
）
の

一
郎
君
た
ち
に
は
声
を
か
け
る

こ
と
が
で
き
ず
に
黙
っ
て
通
り

す
ぎ
た
。

プ
ラ
ン
タ
ー

あ
り
が
と
う

中
谷
石
油
（
店
主
中
谷
亨
さ

ん
）
か
ら
プ
ラ
ン
タ
ー
趾
十
個

が
寄
州
さ
れ
ま
し
た
。
大
嚥
に

使
わ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。

会
及
対
賜
兼
正
氏
）
よ
り
金
木

町
社
会
柵
祉
協
議
会
へ
三
刀
川

が
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

1411

上記検査場でIil･1il器の唯
検杏を必ず行って下さい；

ﾛ智
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下

ま
鳶汗,可

（
３
川
）

関
村
真
由
美
（
勉
）
喜
良
巾

今
一
樹
（
健
二
斑
瀬

今
哲
也
（
泰
三
）
喜
良
市

川
中
祐
平
（
光
雄
）
金
木

外
崎
暁
丹
（
茂
）
金
木

松
江
将
寿
（
喜
代
蒜
）
金
木

商
松
雅
利
（
利
明
）
金
木

楠
共
恭
寛
（
街
ご
金
木

小
笠
陳
佳
宏
（
司
）
金
木

秋
元
裕
介
（
捕
美
）
嘉
瀬

原
川
唖
希
子
（
俊
昭
）
中
柏
木

伸
方
和
宏
（
武
美
）
溌
瀬

、
川
友
美
（
繁
職
）
金
木

川
川
千
性
子
（
暁
二
時
川

嶋
海
春
番
（
一
郎
）
孫
瀬

四
村
美
紀
（
施
逸
）
金
木

工
藤
明
子
（
登
）
善
良
巾

今
諭
子
（
定
博
）
喜
良
市

、
川
光
剛
（
良
昭
）
川
倉

卜

－ご誕生一

おめでとう

働
ー

山
川
勝
幸
（
勝
弘
）
金
木

伊
丸
岡
仁
美
（
宙
）
喜
良
市

田
中
祓
寛
（
豊
治
）
金
木

山
巾
い
づ
み
（
諭
）
嘉
瀬

無
川
千
恵
（
貼
川
）
嘉
瀬

秋
元
肘
公
子
（
良
二
金
木

白
川
育
洋
（
滴
文
）
金
木

丹
場
御
寛
（
正
平
）
金
木

、
川
千
春
（
対
脇
友
子
）
金
木

泉
谷
郁
子
（
侶
治
）
喜
良
市

松
川
測
旺
（
光
職
）
斑
瀬

便
谷
川
公
（
将
）
金
木

根
井
ゆ
か
り
（
勝
）
金
木

（
４
川
）

搾
品
渉
（
宅
朧
）
斑
瀬

笠
井
美
穂
子
（
武
光
）
金
木

嶋
海
猟
紀
子
（
勝
文
）
金
木

、
川
千
恵
子
（
考
則
）
喜
良
巾

、
川
祐
介
（
秋
男
）
金
木

小
松
一
門
（
久
）
嘉
瀬

中
谷
仁
美
（
枯
二
川
倉

小
松
製
郁
子
（
常
二
嘉
瀬

石
戸
谷
蹴
久
（
正
）
金
木

今
忠
（
幸
雄
）
喜
良
巾

伊
藤
健
活
（
徳
治
）
嘉
瀬

山
中
聡
史
（
岫
雄
）
嘉
瀬

古
川
千
絵
収
（
勝
夫
）
喜
良
巾

今
純
人
（
正
美
）
喜
良
巾

岡
川
恢
治
（
利
雄
）
時
川

新
岡
唖
（
迪
芳
）
喜
良
市

、
川
い
ず
み
（
修
）
川
倉

泉
谷
聡
（
忠
信
）
川
倉

斎
藤
太
一
（
畷
志
）
喜
良
市

角
川
や
よ
い
（
行
雄
）
金
木
一

今
批
光
（
定
春
）
喜
良
市

角
川
秀
一
（
秀
雄
）
金
木

藤
元
渋
谷

〆－一一ヘ〆一ヘ一一一一～一一～一一、ヘーーヘ－～一一、

厩雪雲ざ

（
３
月
）

赤
石
勇
一
（
剪
蔵
）
中
里
町

小
珊
恵
美
子
（
な
か
）
喜
良
市

今
秀
顯
（
栄
蔵
）
喜
良
市

大
塚
佳
子
．
（
和
二
埼
玉
県

中
谷
恋
兜
（
氏
男
）
川
倉

工
藤
良
子
（
留
吉
）
浪
岡
町

山
田
肇
（
正
二
金
木

秋
川
ト
ミ
子
（
兼
吉
）
五
所
市

秋
元
傭
一
（
嘉
信
）
金
木

佐
藤
求
子
（
正
勝
）
血
所
市

窟
崎
博
明
（
勝
視
）
喜
良
市

秋
元
紺
チ
（
廣
）
稲
垣
村

伊
丸
岡
初
出
（
列
治
）
喜
良
市

締
カ
サ
ヱ
子
（
浅
吉
）
鹿
児
騒

細
谷
明
く
イ
乙
束
京
部

秋
元
し
げ
子
（
文
太
郎
）
嘉
瀬

雑
川
孝
夫
（
善
三
郎
）
稲
垣

郡
川
友
江
（
亜
二
金
木

佐
野
明
則
（
幸
之
進
）
金
木

山
内
つ
し
子
（
兼
四
郎
）
近
所
市

角
川
仲
（
多
計
雄
）
金
木

編
嶋
遊
技
（
茂
）
来
京
都

有
香
（
治
）

蹴
道
（
成
足
）
金
木

金
木■

…

(7）
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人 口と世帯数

男7，312人;
人口女7,348人｜
計14,750人；

世帯数3,782世帯！；
(S53.5.31現在);

｛
咽
咄
峠
称
一
粋
郷
訟
准
癖
榊

（
華
州
刎
嚥
一
画
渉
一
跨
岫
蹄

｛
啄
獅
無
榊
一
辨
奉
唯
一
華
鮴

｛
榊
岬
縄
柳
（
癖
峻
撒
岬

｛
岬
川
加
州
御
一
癖
迄
一
輔
城
叫

｛
岬
岬
趣
ト
ー
”
岬
一
癖
手
蝿

（
岫
州
椛
榊
一
睡
華
一
峰
』
鼎
淋

（
に
脈
と
嘩
捧
（
吟
“
蛾
鈩
癖
嘩

へ
川
川
姉
児
（
進
）
制
岡
媒

一
工
藤
由
紀
子
（
安
右
エ
門
）
斑
瀬

〈
榊
州
と
せ
和
一
嘩
華
一
椎
海
唾

〈
稚
蜘
美
辞
剖
一
岬
桝
一
州
抑
岬

一一へ〆一一ヘ～～ヘーベ一一ヘ－～一、 ヘヘヘ多へ

（
４
川
）

中
谷
傭
弘
（
艦
虻
郎
）
川
念

鴫
崎
幸
子
（
考
え
）
山
梨
鼎

木
川
久
（
忠
雄
）
評
良
巾

佐
藤
光
子
（
正
司
）
雅
手
県

禰
井
刺
（
血
雄
）
稲
皿
村

徳
川
伊
公
子
〈
脚
雄
）
金
木

三
好
稚
英
（
典
雄
）
北
海
逆

芦
川
英
砂
子
（
サ
エ
｝
評
良
巾

大
川
宛
（
沖
血
郎
）
中
皿
町

藤
本
ま
つ
子
（
秀
雄
）
悪
良
市

前
川
光
正
（
竹
次
郎
）
神
腺

森
下
こ
ず
ゑ
（
七
進
）
汗
森
巾

小
叩
弘
次
〈
松
江
郎
）
北
海
迦

蝿
弛
典
減
（
武
共
）
謀
良
市

加
藤
幸
川
（
忠
則
）
稲
埋
付

水
上
ゆ
き
子
（
稗
災
技
）
北
海
過

熱
川
亨
逸
（
疑
術
）
撫
瀬

今
ま
さ
（
蝿
丘
郎
）
斑
瀬

工
藤
陸
奥
火
（
尼
剛
）
木
逓
町

渋
川
は
つ
ゑ
（
血
吉
）
命
木

、
川
仁
美
（
筏
兜
）
金
木

川
中
椰
子
〈
だ
雄
一
弘
帆
市

繊
山
弘
稀
（
三
代
治
）
青
森

松
川
ミ
ツ
子
（
駒
太
郎
）
嘉
瀬

米
塚
文
史
朗
（
勝
春
）
金
木

杉
林
ま
り
子
（
勝
筏
）
金
木

木
村
栄
佐
夫
（
栄
吉
）
江
所
市

阿
部
キ
ヨ
（
定
平
）
認
瀬

鴫
海
喜
外
（
キ
ヱ
）
嘉
瀬

波
辺
み
よ
子
（
忠
男
）
三
亜
県

三
和
い
克
（
脛
市
）
市
浦
村

小
山
内
三
紀
子
（
孫
二
藤
枝

～

一一一一一ヘ一一～一一ヘ一一一、一一一一、一ヘ一一多一～〆へ一～

加
藤
敬
造
（
藤
蔵
）
埼
玉
蝶

藤
元
祐
子
（
市
丘
郎
）
金
木

竹
谷
弘
（
久
雄
）
中
里
町

小
林
ト
ミ
（
義
男
）
金
木

、
川
郷
文
（
文
山
郎
）
川
念

秋
川
谷
ま
ち
子
（
幸
吉
）
車
力
村

棟
方
一
光
（
戎
太
郎
）
喜
良
市

川
町
初
枝
子
（
成
夫
）
木
造
町

吉
川
秀
樹
（
忠
炎
）
北
海
逆

木
立
山
紀
子
（
煕
瑞
）
斑
瀬

山
剛
拙
一
（
己
二
群
城
喋

渋
川
踊
子
（
由
雄
）
斑
瀬

桑
川
施
碑
（
疵
治
）
悪
良
巾

佐
々
木
さ
だ
子
（
明
）
板
柳
町

赤
坂
孝
史
（
正
一
庁
森
巾

今
ゆ
り
炉
（
蝋
二
群
良
市

大
雄
武
蔵
（
与
之
助
｝
水
道
町

山
川
良
鈩
〈
修
二
稗
良
巾

膿
川
海
一
〈
正
次
）
新
渕
蝶

今
友
共
定
之
助
評
良
巾

山
中
知
彦
（
孫
二
斑
瀬

帷
部
士
炉
（
典
四
郎
）
神
奈
川

阿
部
補
刺
（
鉄
雄
）
金
木

禍
鮎
尚
子
（
勝
雄
）
川
内
町

沢
川
義
偏
（
良
雄
）
金
木

荒
閏
牧
眠
〈
照
春
）
金
木

川
川
地
（
淌
則
｝
神
陳

工
膝
る
え
峡
（
斑
二
中
力
村

山
川
災
幸
（
勝
三
金
木

工
膝
な
ば
み
（
純
左
｝
木
造
町

小
谷
好
降
（
正
｝
川
念

械
山
紀
代
碓
〈
久
枝
）
木
迪
町

佐
藤
忠
胤
（
忠
二
蒋
良
巾

餓
川
久
ｆ
行
Ｕ
一
）
茨
城
蝶

一、〆一ヘ一一一～一一〆一～多

内嫡工荒沢l11収領
海地藤間川［|’川崎

市
力雌Iりlまやヨ太春
ス雄一｢・さゑシ郎雄

禽
川
康
彦
（
石
松
）
平
舘
村

杣
沢
秋
子
（
純
市
）
金
木

木
戸
明
則
（
弘
）
蓮
印
村

共
川
茂
子
（
豊
七
）
川
倉

泉
谷
米
逓
｛
金
之
亟
）
川
倉

安
川
優
子
（
勝
美
）
釦
田
町

沢
川
澱
（
繁
八
）
嘉
瀬

桑
川
郁
子
二
生
）
再
良
市

原
山
正
栄
（
与
川
松
）
中
杣
木

阿
保
優
美
接
（
正
行
）
弘
帥
市

柳
崎
一
審
（
外
）
神
奈
川

山
中
忠
子
（
テ
ッ
壬
嘉
瀬

神
方
政
俊
（
幹
山
郎
）
謀
良
巾

山
中
恋
英
子
（
攻
抽
）
孫
瀬

花
川
川
（
松
筏
）
撫
瀬

桜
川
玲
子
（
政
ご
汗
森
市

北
村
磯
太
郎
（
太
一
郎
）
大
阪

竹
内
千
鎚
子
（
正
淀
）
藤
枝

（
３
川
）

（
“
）
喜
良
市

（
妬
）
中
柏
木

（
妬
）
金
木

（
卯
）
金
木

（
妬
）
金
木

（
０
）
喜
良
市

（
０
）
金
木

（
弱
）
嘉
瀬

|

’
－

小
山
内
嘉
七
郎
（
副
）
孫
漱

叫
海
メ
サ
〈
だ
）
喜
良
巾

俄
山
政
次
郎
（
帥
）
金
木

萩
岡
シ
七
（
両
）
金
木

（
４
Ⅱ
）

小
山
内
兼
藏
（
門
）
嘉
瀬

、
川
兼
四
郎
（
花
）
金
木

桑
川
か
ね
（
“
）
再
良
巾

芳
村
は
な
よ
（
的
）
喜
良
巾

水
川
さ
よ
（
渦
）
喜
良
巾

今
砿
吉
（
布
）
喜
良
巾

藤
森
リ
セ
（
、
）
金
木

へ÷へ

阿
保
竹
美
（
弥
一
郎
）
嘉
瀬

原
川
朱
美
（
毘
作
）
祇
岡
蝶

小
松
和
夫
（
喜
代
吉
）
秋
田
県

藤
川
獄
美
子
（
他
藏
）
金
木

工
藤
文
雄
（
漉
繁
）
近
所
市

秋
村
川
子
（
米
松
）
嘉
瀬

堀
川
茂
（
与
二
埼
玉
鼎

工
藤
英
子
（
忠
光
）
嘉
瀬

ｎ
戸
典
樹
（
ち
よ
）
青
森
市

小
寺
令
江
子
（
典
男
）
金
木

ﾛの

◇
農
推
委
貝
会
委
貝
遊
挙
か
七

月
十
四
日
に
行
わ
れ
ま
す
◎
告
一

派
は
じ
Ⅱ
で
す
。
農
家
の
み
な

さ
ん
、
み
な
さ
ん
の
代
表
を
決

め
る
人
伽
な
選
挙
で
す
。
人

の
粟
椛
行
も
出
な
い
よ
う
、
み

ず

人
な
で
誘
い
合
っ
て
投
票
し
ま

－
」
よ
』
フ
。

◇
広
報
に
戦
せ
て
ほ
し
い
こ
と

や
、
知
り
た
い
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
企
脚
室
へ
ど
う
ぞ
。

．
〕
、
》
ｄ
銀
ｒ
４
．
、
叩
・
、
Ｌ
印
．
・
１
睡
毎
刊
蝉
叫
，
ｑ
，
認
１
部
、
，
い
ふ
凡
郡
。

、
弔
、
孔
削
、
．
『
出
‐
兇
小
孔
（
、
“
酎
腱
．
。
『
測
孔
【
‐
託
●
・
串
・
弗
汎
．
；
吋
』

群
編
鶴
綴
雛
科

。
。
Ｌ
７
１
ト
ャ
可
Ｌ
０
Ｆ
４
操
、
１
１
１
，
１
Ｊ
守
１
．
。
‐
１
Ｖ
◇
や
１
．
．
，
０
Ｌ
‐
、
‐

小
城
、
封
‐
加
吟
州
肌
呼
刷
哨
汕
い
ふ
池
へ
軸
沖
吸
‐
』
心
ユ
冗
吟
『
‐
汕
召
恥
咀
斗
魂

凸
。
■
６
．
。
．
Ｌ
・
も
Ｐ
ｑ
・
・
１
Ｇ
．
阜
Ｉ
Ｄ
ｂ
ｊ
Ｇ
■
ｑ
夕
．
“
宮
ｑ
◇
夕
‐
ロ
．

箔
、
廷
ｆ
・
、
『
．
、
。
‐
合
口
Ⅵ
『
‐
、
、
『
、

◇
待
望
の
歴
史
民
俗
衝
料
館
も

完
成
、
も
う
す
ぐ
開
館
で
す
。

向
然
休
養
村
聯
堆
で
体
育
館
も

建
て
ら
れ
ま
す
。
ゞ
ハ
ス
ヶ
ッ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ト
ミ
ン
ト

ン
、
テ
ニ
ス
、
卓
球
が
で
き
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
、
ン
Ｉ
ン
で
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
も
で
き
ま
す
。
人

來
ケ
丘
に
キ
ャ
ン
プ
場
が
つ
く

ら
れ
、
子
供
ら
に
人
気
の
あ
る

フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
も

で
き
ま
す
。
裾
の
川
腺
に
は
祷

叩
セ
ン
タ
ー
が
建
て
ら
れ
、
各

喋
会
や
レ
ジ
ャ
ー
に
利
川
さ
れ

ま
す
。
…
・
・
・
…
金
木
町
は
今
、

観
光
開
発
に
向
か
っ
て
大
き
く

羽
蝶
き
は
じ
め
ま
し
た
。

へ 一
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